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９
月
15
日
は
敬

老
の
日
だ
。
２
０

０
２
年
ま
で
は
日

が
固
定
さ
れ
て
い

た
が
、
祝
日
の
法

改
正
・
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
制

度
の
実
施
に
よ
り
03
年
か
ら
は

９
月
第
３
月
曜
日
に
な
っ
た
。

今
年
も
当
然
連
休
、
連
続
す
る

月
曜
祭
日
は
つ
ら
い
▼
発
祥
は

１
９
４
７
年
兵
庫
県
多
可
郡
野

間
谷
村
の
門
脇
政
夫
村
長
と
山

本
明
助
役
が
提
唱
し
た
「
と
し

よ
り
の
日
」
が
始
ま
り
。
老
人

を
大
切
に
し
年
寄
り
の
知
恵
を

借
り
て
村
作
り
を
し
よ
う
と
、

農
閑
期
に
当
た
り
気
候
も
良
い

９
月
中
旬
の
15
日
を
「
と
し
よ

り
の
日
」
と
定
め
、
敬
老
会
を

開
い
て
い
た
。
こ
れ
が
50
年
か

ら
は
兵
庫
県
全
体
で
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、「
敬
老
の
日
」

と
改
称
さ
れ
、
国
民
の
祝
日
と

な
っ
た
（
ウ
ィ
キ
ぺ
デ
ィ
ア
よ

り
）
▼
老
人
・
高
齢
者
と
は
何

歳
か
ら
を
さ
す
の
か
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
構
）
の
定
義
で

は
65
歳
以
上
と
し
て
い
る
。
高

齢
者
雇
用
安
定
法
で
は
55
歳
以

上
、
医
療
に
関
し
て
は
、
65
～

74
歳
を
前
期
高
齢
者
、
75
歳
以

上
を
後
期
高
齢
者
と
す
る
。
定

年
退
職
者
も
し
く
は
老
齢
年
金

受
給
対
象
の
65
歳
以
上
が
一
般

的
で
あ
ろ
う
。
公
的
機
関
の
人

口
調
査
も
65
歳
以
上
だ
▼
こ
れ

ま
で
の
日
本
を
築
き
上
げ
て
き

た
尊
敬
す
べ
き
先
輩
に
、
今
の

政
治
は
か
な
り
む
ご
い
計
画
を

示
す
。
大
家
族
で
は
高
齢
者
の

年
金
は
あ
る
意
味
〝
お
小
遣

い
〟
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
急

増
す
る
独
居
老
人
に
と
っ
て
は

貴
重
な
生
活
費
。
そ
の
年
金
の

削
減
や
、
国
民
健
康
保
険
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
、
介
護
保

険
の
保
険
料
の
負
担
、
窓
口
負

担
、
介
護
利
用
料
の
増
額
計

画
。
加
え
て
消
費
税
増
税
ま
で

の
追
い
打
ち
。
財
源
は
あ
る
。

「
敬
老
の
日
」
に
ふ
さ
わ
し
い

実
あ
る
政
治
が
望
ま
れ
る（
無
）

今　号　の　記　事

４面神戸市長選挙にあたって開業医の重点要求（案）

３面インタビュー「ひょうごの医療」中谷正史先生

８面保険診療のてびき
診療所のＩＴ化をどうするか

研
面
究

抗
議
声
明
を
発
表

会員FAX署名ご返送下さい！

返信はFAX078－393－1802まで

「70～74歳の患者負担１割継続」　　
「診療報酬引き上げ」を求める要請書

　

北
澤
先
生
は
脱
原
発

に
向
け
て
、
第
４
次
産

業
と
し
て
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
普
及
す
る

こ
と
が
経
済
的
に
も
可

能
で
あ
る
こ
と
を
説

明
、
政
府
財
政
収
支
が

１
０
０
０
兆
円
の
赤
字

で
も
、
世
界
ト
ッ
プ
の

対
外
純
資
産
２
９
６
兆

円
、
企
業
内
部
留
保
２

２
５
兆
円
と
い
う
民
間

資
金
が
豊
富
に
あ
る
の

で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
５
％
相
当

の
25
兆
円
を
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
に
ま

わ
せ
ば
雇
用
の
創
出
や

原
発
も
即
停
止
で
き
る

と
強
調
し
た
。

　

発
電
事
業
を
兼
業
す

る
農
家
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
、
漁
電
業
な
ど
で
農
林
漁

業
の
再
生
も
可
能
で
あ
り
、
ま

た
太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
な
ど

の
発
電
の
技
術
力
は
日
進
月
歩

し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
で
実
績
の

あ
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
電
力
固
定
価
格

買
取
制
度
）
が
日
本
で
本
格
化

す
れ
ば
、
脱
原
発
の
技
術
革
新

と
経
済
成
長
が
で
き
る
と
し

た
。

　

ま
た
、
福
島
原
発
事
故
に
つ

い
て
、
民
間
事
故
調
委
員
長
と

し
て
、
通
産
省
と
電
力
業
界
と

が
一
体
と
な
っ
て
い
た
原
子
力

安
全
・
保
安
院
、
原
子
力
安
全

委
員
会
の
責
任
放
棄
を
明
ら
か

に
し
た
こ
と
に
触
れ
、「
安
全

神
話
」
に
自
縄
自
縛
し
虚
偽
の

強
弁
を
続
け
て
き
た
原
子
力
村

に
よ
る
「
人
災
」
で
あ
る
と
し

た
。

　

総
会
議
事
で
は
、
代
表
に
郷

地
秀
夫
協
会
副
理
事
長
が
再

任
、
運
営
委
員
長
に
近
重
民
雄

協
会
理
事
が
新
任
し
た
。

�

（
次
号
に
感
想
文
掲
載
）

�　

講
師
の
北
澤
先
生
よ
り
著
書

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
入
用

の
方
は
協
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
☎
078―

393―

１

８
０
７
ま
で

北
澤
宏
一
著
『
日
本
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
国
に
な
り
う

る
か
』（
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・

ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
）

　

記
念
企
画
で
は
、
原
発
の
建
設
に
反
対

す
る
山
口
県
・
祝
島
の
人
々
と
、
脱
原
発

を
国
民
投
票
で
決
め
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

人
々
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
８
月
10
日
に
西
宮

市
立
勤
労
会
館
で
第
33
回
支
部
総
会
を
開

催
。
支
部
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
新
支

部
長
に
法
貴
憲
先
生
が
就
任
し
た
。

「
ミ
ツ
バ
チ
の
羽
音
と

地
球
の
回
転
」
上
映
と

鎌
仲
ひ
と
み
監
督
の
講

演
会
が
行
わ
れ
、
会
員

・
市
民
ら
２
０
０
人
が

参
加
し
た
。

　

鎌
仲
氏
は
、
中
国
電

力
と
た
た
か
う
祝
島
へ

の
取
材
を
通
し
て
、
島

民
は
日
本
人
の
無
関
心

さ
と
も
た
た
か
っ
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
と
述

べ
、
活
動
へ
の
応
援
を

呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
福
島
第
一
原
発

事
故
に
も
触
れ
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
フ
ト
の
重
要

性
や
原
発
再
稼
働
へ
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

（
２
面
に
感
想
文
掲

載
）

　

米
国
や
フ
ラ
ン
ス
が
、
シ
リ

ア
政
府
軍
が
化
学
兵
器
を
使
用

し
た
と
断
定
し
軍
事
行
動
を
行

う
と
す
る
報
道
を
受
け
、
協
会

は
９
月
７
日
の
正
副
理
事
長
会

議
で
抗
議
文
を
採
択
し
、
日
本

政
府
、
在
日
米
国
大
使
館
な
ど

関
係
機
関
へ
送
付
し
た
。

り
、
使
用
の
実
態
に
つ
い
て

は
、
国
連
の
調
査
団
の
調
査
を

待
つ
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
使
用

問
題
の
解
決
に
は
、
軍
事
行
動

で
は
な
く
、
国
連
中
心
で
事
実

を
明
ら
か
に
し
、
国
際
社
会
が

一
致
し
て
化
学
兵
器
の
廃
棄
を

迫
る
こ
と
が
唯
一
の
方
法
で
あ

る
。

　

国
連
の
調
査
結
果
を
待
た
な

い
一
方
的
な
断
定
に
基
づ
く
軍

事
攻
撃
は
、
国
際
法
に
反
す
る

許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
り
軍
事

行
動
を
行
わ
な
い
よ
う
求
め

る
。

　

米
国
な
ど
の
シ
リ
ア
へ
の
軍

事
行
動
は
政
府
軍
を
対
象
に

し
、
反
政
府
軍
を
軍
事
支
援
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
潘
基
文
国

連
事
務
総
長
が
警
告
す
る
よ
う

に
、
内
戦
状
態
に
あ
る
シ
リ
ア

に
外
部
か
ら
軍
事
介
入
を
行
え

ば
、
さ
ら
に
地
域
を
混
乱
さ

せ
、
内
戦
を
激
化
、
長
期
化
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
日
本
政
府
は
「（
米

国
）
大
統
領
の
重
い
決
意
の
表

明
と
受
け
止
め
て
い
る
」（
９

月
１
日
安
倍
首
相
）、「
オ
バ
マ

政
権
が
議
会
な
り
国
民
な
り
の

理
解
を
得
ら
れ
れ
ば
、
わ
が
国

も
支
持
す
る
」（
８
月
29
日　

石
破
自
民
党
幹
事
長
）
な
ど
の

無
批
判
な
米
国
支
持
を
撤
回

的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
す

べ
き
で
あ
る
。

　

命
を
守
る
医
師
の
団
体
と
し

て
、
米
国
な
ど
に
よ
る
シ
リ
ア

へ
の
軍
事
行
動
に
強
く
反
対
す

る
と
と
も
に
、
日
本
政
府
に
対

し
軍
事
行
動
を
支
持
し
な
い
よ

う
求
め
る
。

〈
抗
議
文
要
旨
〉

　

シ
リ
ア
政
府
軍

に
よ
る
化
学
兵
器

の
使
用
は
国
際
法

に
違
反
す
る
許
さ

れ
な
い
行
為
で
あ

し
、
憲
法
９
条
を

持
つ
国
と
し
て
シ

リ
ア
へ
の
軍
事
行

動
を
撤
回
さ
せ
る

と
と
も
に
、
シ
リ

ア
内
戦
の
早
期
終

結
の
た
め
に
国
際

西宮・芦屋支部総会「ミツバチの羽音と地球の回転」上映会に市民ら200人

シ
リ
ア
へ
の
軍
事
行
動
に
反
対

反核医師の会
第 32 回 総 会

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
で

技
術
的
に
も

経
済
的
に
も

　

核
戦
争
を
防
止
す
る
兵
庫
県
医
師
の
会
は
、
８
月
31
日
に
協
会

会
議
室
で
第
32
回
総
会
を
開
催
し
、
76
人
が
参
加
し
た
。
記
念
講

演
で
は
民
間
事
故
調
（
福
島
第
一
原
発
事
故
独
立
調
査
検
証
委
員

会
）
委
員
長
の
北
澤
宏
一
先
生
が
、「
再
稼
働
さ
れ
る
原
発
の
リ

ス
ク
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
世
界
の
情
勢
」
と
題
し
て
、
原

発
依
存
か
ら
脱
却
す
る
道
の
り
を
解
説
し
た
。

日　時　10月24日（木）12時30分～16時30分
場　所　東京・日比谷野外音楽堂
文化行事　コント集団ザ・ニュースペーパー
ゲスト　林　修さん

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

“命を守る”保険で良い歯科医療の実現を求める10・27決起集会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

日　時　10月27日（日）13時30分～15時30分
場　所　東京ニューピアホール（ＪＲ山手線、モノレール浜松町駅徒歩７分）

スローガン●憲法をいかし、いのちと人権が大切にされる社会保障の充実を●
いのちの差別は許さない！医療・介護の営利化反対！●医師・看護師・介護職
員等を大幅に増やし、地域医療の確保を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
訴
え
る
北
澤
先
生
（
左
端
）

鎌
仲
ひ
と
み
監
督
（
円
枠
内
）
が
原
発
に
つ
い
て
一
人

ひ
と
り
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
呼
び
か
け
た　

原発問題

無関心ではいられない

いのちまもる10・24国民集会
いつやるか？
今でしょ！

福島第一原発事故
民間事故調委員長 北澤宏一先生が講演



保険医のための医薬品、医療材料、医療機器の共同購入事業

■協会会員の開業医はどなたでもご利用ＯＫ。
■４０年の歴史と実績をもつ大阪府保険医協同組合が
　母体となって運営し、医薬品･医療器材･歯科器材･　
　生活関連商品を数多く取り扱っています。 
■ご注文は電話、ＦＡＸ、Ｗｅｂオンラインから。
■Ｗｅｂサイトから、最新の取扱商品･価格がご覧いた
　だけます。利用方法はお問い合せください。
　　URL http://e-mdc.jp/
■ご利用者・ご希望者の協会会員には、１カ月に１回
　「medical net」（共同購入案内）をお送りします。

Ｍ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワーク

支　　部　　の　　催　　物　　案　　内

２０１３年(平成２５年)９月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１７２９号（昭和43年６月12日第三種郵便物認可）兵 庫 保 険 医 新 聞 （２）

感 想 文 西
宮
・
芦
屋
支
部 

第
33
回
総
会
記
念
企
画

専
門
的
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
を
語
る
牛
山
先
生

◇
出
席　

37
人

◇
情
勢　

社
会
保
障
制
度
改
革

国
民
会
議
報
告
が
発
表
さ
れ

た
。
70
～
74
歳
の
医
療
費
窓
口

負
担
を
１
割
か
ら
２
割
に
引
き

上
げ
る
こ
と
や
、
市
町
村
国
保

の
都
道
府
県
移
管
、
介
護
保
険

か
ら
「
要
支
援
」
を
外
す
こ
と

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
70
～
74

歳
の
患
者
負
担
増
反
対
と
診
療

報
酬
引
き
上
げ
を
求
め
る
会
員

署
名
、
消
費
税
増
税
反
対
と
ゼ

ロ
税
率
導
入
を
求
め
る
取
り
組

み
、
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の

医
療
費
負
担
免
除
継
続
を
求
め

る
要
請
、
中
央
要
請
行
動
へ
の

参
加
に
つ
い
て
、
②
大
型
宣
伝

企
画
に
つ
い
て
景
品
付
き
ク
イ

ズ
チ
ラ
シ
企
画
案
、
県
下
の
乳

幼
児
・
こ
ど
も
医
療
費
の
実
施

状
況
の
宣
伝
、
ラ
ジ
オ
関
西
企

画
案
が
提
案
、
了
承
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動　

〈
医
科
〉
中
医

協
総
会
（
７
／
31
）、
薬
価
専

門
部
会
、
費
用
対
効
果
評
価
専

門
部
会
お
よ
び
中
医
協
総
会

（
８
／
21
）、
薬
価
専
門
部
会

の
内
容
が
紹
介
さ
れ
た
。〈
歯

科
〉
近
畿
厚
生
局
兵
庫
事
務
所

に
要
請
「
歯
科
新
規
指
導
に
お

け
る
新
任
指
導
医
療
官
の
不
見

識
な
態
度
に
抗
議
す
る
」
を
提

出
し
、
面
談
を
申
し
入
れ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
震
災
対
策　

県
立
図
書
館
か

ら
要
請
さ
れ
た
、
書
籍
『
私
の

で
き
る
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か　

水
く
み
で
も
』
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
供

覧
す
る
こ
と
を
無
償
で
許
可
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
研
究
部　

保
団
連
「
投
薬

料
、
後
発
医
薬
品
に
関
す
る
実

態
調
査
」
で
、
医
科
の
理
事
、

評
議
員
、
支
部
役
員
対
象
に
調

査
に
協
力
す
る
こ
と
を
了
承
。

（
８
月
24
日　

理
事
会
よ
り
）

〝
医
師
が
原
発
反
対

　
　
　
　
　

心
強
い
〟

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
の
第
33
回

総
会
記
念
企
画
（
１
面
掲
載
）

の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

８
月
10
日
、
西
宮
市
立
勤
労

会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、
第
33
回

総
会
記
念
市
民
公
開
企
画
が
開

催
さ
れ
た
。
当
日
は
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
「
ミ
ツ
バ
チ
の

羽
音
と
地
球
の
回
転
」
の
上
映

と
、
映
画
監
督
・
鎌
仲
ひ
と
み

さ
ん
の
話
が
あ
っ
た
。

　

来
場
者
２
０
０
人
を
前
に
し

て
「
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど

う
す
る
の
か
」
ま
た
「
原
発
の

危
険
性
」
に
つ
い
て
、
い
ろ
い

ろ
な
立
場
か
ら
事
例
を
も
と
に

紹
介
さ
れ
て
い
た
。
鎌
仲
監
督

は
今
回
の
撮
影
を
通
し
て
、
原

発
に
よ
る
自
然
破
壊
、
放
射
能

汚
染
を
は
じ
め
次
の
世
代
に
ど

の
よ
う
な
影
響
が
生
じ
る
の

か
、
長
期
的
な
観
点
よ
り
見
守

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
訴
え
た
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
対
し
て
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
、
国
民
一
人
ひ
と
り

の
意
識
レ
ベ
ル
を
上
げ
、
そ
の

こ
と
に
対
し
て
関
心
を
持
つ
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で

あ
る
と
話
し
た
。

　

私
た
ち
が
地
球
で
生
活
す
る

上
で
当
然
の
ご
と
く
存
在
し
て

い
る
太
陽
と
空
気
と
水
を
、
今

後
末
永
く
安
全
な
状
態
で
保
た

れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
た
の
は
、
私
だ
け

で
は
な
い
と
思
っ
た
。

　

最
後
に
『
内
部
被
ば
く
を
生

き
抜
く
』
と
い
う
映
画
作
品
や

著
書
を
数
多
く
紹
介
さ
れ
た
。

　

以
下
に
、
参
加
者
の
感
想
を

い
く
つ
か
記
載
す
る
。

◦
「
医
師
の
皆
さ
ん
が
原
発
に

反
対
し
て
い
る
の
は
知
ら
な
か

っ
た
。
心
強
く
思
い
ま
し
た
」

◦
「
い
ま
ま
で
放
射
能
の
現
実

を
知
る
勇
気
が
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
勇
気
を
も

っ
て
小
さ
な
こ
と
か
ら
で
も
行

動
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

◦
「
監
督
の
言
わ
れ
た
『
無
関

心
』
か
ら
脱
却
し
て
、
何
ら
か

の
形
で
応
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
」

【
西
宮
市
・
歯
科

�

加
藤　

隆
久
】

１
位
に
な
っ
た
現
在
、
私
た
ち

歯
科
衛
生
士
の
役
割
は
さ
ら
に

広
が
り
、
重
要
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
日
本
医
療
福
祉
生
活

協
同
組
合
連
合
会
の
歯
科
は

「
美
味
し
く
食
べ
て
元
気
に
長

生
き
」
の
ま
ち
づ
く
り
が
目
標

で
す
。
先
生
の
「
私
た
ち
が
期

待
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
…
食
事

が
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
」
と
い
う
お
話
は
、
心

底
納
得
の
い
く
も
の
で
し
た
。

　

口
腔
ケ
ア
は
愛
と
技
術
の
提

供
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
心
が

開
か
な
い
と
口
は
開
か
な
い
と

い
う
こ
と
、
私
た
ち
の
仕
事
は

生
活
の
支
援
で
あ
り
、
生
活
者

の
視
点
で
具
体
的
に
実
行
可
能

な
方
法
を
提
供
す
る
の
が
役
割

で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
常
日
頃

心
が
け
て
い
る
つ
も
り
で
す

が
、
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
の
確

か
な
知
識
と
技
術
は
さ
ら
に
磨

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。「
衛
生
士
が
も
っ
と
が
ん

　

歯
科
部
会
は
、
８
月
25
日
に

広
島
大
学
歯
学
部
非
常
勤
講
師

の
牛
山
京
子
先
生
を
講
師
に
迎

え
、
歯
科
特
別
研
究
会
「
多
職

種
に
期
待
さ
れ
る
専
門
的
口
腔

ケ
ア
」
を
開
催
し
、
歯
科
医

師
、
歯
科
衛
生
士
１
１
６
人
が

参
加
し
た
。
参
加
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

牛
山
先
生
の
講
義
は
数
年
前

に
一
度
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
も

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ま

だ
歯
科
衛
生
士
が
在
宅
訪
問
で

口
腔
衛
生
指
導
を
す
る
こ
と
な

ど
な
か
っ
た
25
年
以
上
も
前
か

ら
、
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
を
語

り
実
践
し
続
け
て
こ
ら
れ
た
先

生
は
、
本
当
に
す

ば
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

「
８
０
２
０
」

達
成
者
が
全
体
の

４
割
近
く
に
な

り
、
多
歯
時
代
と

言
わ
れ
、
肺
炎
が

日
本
の
死
因
の
第

３
位
、
し
か
も
後

期
高
齢
者
で
は
第

ば
ら
な
い
と
」
と
い
う
先
生
の

言
葉
を
胸
に
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

講
義
の
中
の
、
う
が
い
を
丁

寧
に
行
う
こ
と
の
効
果
、
う
が

い
で
の
摂
食
嚥
下
機
能
の
把
握

は
今
ま
で
あ
ま
り
意
識
し
て
い

な
い
こ
と
で
し
た
の
で
、
今
後

は
注
意
し
て
観
察
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

【
長
田
区
・
い
た
や
ど
歯
科

歯
科
衛
生
士　

後
藤
由
紀
子
】

歯科保険請求

�
◇集団的個別指導（集個）がこの秋２会
場で実施。協会は委縮診療を強いる集個
は廃止を求めています。
　レセプト１件あたりの点数が県平均の
1.2倍を超える高点数保険医療機関の上
位８％が対象（兵庫県の昨年度の歯科平
均点数は1,312点）。ただし、レセプト枚
数が少ない医療機関（10件未満）、前年
度・前々年度に集団的個別指導（集個）
・個別指導を受けた医療機関は除かれま
す。
　今年度の対象歯科医療機関数は239件
ですが、選定件数は１割を予備として加
えた262件となっています。選定件数の
うち、最高平均点は3,731点、最低は
1,672点となっています。例年、神戸と
姫路の２会場で実施されています。通知
は、実施日の３週間前に普通郵便で届く
ので要注意。通知が届いた先生はどちら
かの会場に必ずご出席ください。
　集個は、「教育的観点から指導を実施
し、レセプト１枚当たりの平均点数が高
いことを認識させ、保険診療に対する理
解を一層深めさせることを主眼として行
うものとする」（指導大綱関係実施要領
より）、翌年度においても高点数保険医
療機関に該当した場合、翌々年度に個別
指導の対象となることを伝えることとさ
れています。
　個別指導を恐れて必要な診療や検査を
せず委縮診療に陥ることがあってはなり
ません。協会は、高点数を理由とした、
医療費抑制策のための集個は廃止して、
以前行われていた地区別指導のような、
全ての医療機関が受講する教育的な集団
指導の充実を求めています。

◆支払基金第５次審査情報提供事例（歯
科）2013年８月26日提供分より

〈抜歯手術〉
Ｑ１　「歯の脱臼」病名で抜歯手術の算
定は可能か。
Ａ１　原則として、「歯の脱臼」病名で
抜歯手術の算定を認めます。「歯の脱
臼」病名での抜歯は臨床上あり得るもの
と考えられます。

〈歯周外科手術〉
Ｑ２　歯内療法及び根面被覆処置を行っ
て積極的に保存した残根に対する歯周外
科手術の算定は可能か。
Ａ２　原則として、歯内療法および根面
被覆処置を行って積極的に保存した残根
に対する歯周外科手術の算定を認めま
す。臨床上あり得るものと考えられるた
めです。

会
員
訃
報

小
寺
澤
正
士
先
生

三
木
市

内
・
循
・
小
児
科

８
月
12
日　

享
年
79
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り

�

申
し
上
げ
ま
す

歯
科
特
別
研
究
会

感 想 文

口
腔
ケ
ア
は

愛
の
技
術
の
提
供

　審査部分を大
幅に補強し、縦
覧・突合点検や
算定日情報の留
意点を掲載。カ
ルテ記載に欠か
せない内容を網
羅。（Ａ４判　
160ページ2013
年８月改定版）

『歯科　カルテ記載を中心とした
　　　　　　指導対策テキスト』
―審査対策を含めた日常の留意点―

ご希望の方は、 　　　　　　　　　　
☎078－393－1809　歯科部会まで

日　時　９月28日（土）17時～19時
会　場　伊丹シティホテル光琳の間
テーマ　�認知症の周辺知識～最近の話題

や睡眠機構、摂食嚥下など～
講　師　�西宮市開業　土山雅人先生

■北阪神支部■在宅医療研究会

日　時　10月５日（土）17時30分～
会　場　�レストラン「ラ・リビエール」

（養父市）
テーマ　どうなる？これからの地域医療
講　師　�長野県・佐久総合病院　色平哲

郎先生
参加費　5000円（食事代）

■北阪神支部■第28回総会
日　時　10月６日（日）14時～16時
会　場　伊丹シティホテル光琳の間
記念講演　�口を閉じれば病気にならない
　　　　～あいうべ体操で若がえる～
講　師　�福岡市開業　今井一彰先生

■但馬支部■色平哲郎さんと
� 地域医療について語り合う会 日　時　10月19日（土）14時30分～16時30分

会　場　協会会議室
記念講演　�医療否定ブームをどう考えれば

いいのか
講　師　�神鋼病院付属新神戸ドック健診

クリニック　村田幸生先生
※終了後、懇親会（無料）

■神戸支部■第34回総会
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尺
八
か
ら
学
ん
だ

「
継
続
は
力
」

　

辻　

先
生
は
津
名
病
院
の
院

長
と
し
て
多
忙
な
中
、
趣
味
で

尺
八
を
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま

し
た
が
。

　

中
谷　

え
え
。
高
校
時
代
、

京
都
は
七
面
山
の
宝
塔
寺
か
ら

聞
こ
え
て
き
た
尺
八
の
音
色
が

本
当
に
心
地
よ
く
、
以
来
そ
の

魅
力
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
神
大
医
学
部
で
は
邦
楽
部

を
つ
く
り
、「
尺
八
を
吹
け
ば

口
が
達
者
に
な
る
」
と
か
ホ
ラ

を
吹
き
な
が
ら
部
員
を
集
め
ま

し
た
（
笑
）。

　

辻　

私
の
父
は
、
尺
八
の
都

山
流
で
、
毎
日
正
座
し
て
練
習

し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。

　

中
谷　

私
も
同
じ
流
れ
の
新

都
山
流
で
す
。
こ
れ
ま
で
職
場

が
変
わ
る
ご
と
に
尺
八
も
持
っ

て
行
き
ま
し
た
。
今
も
勤
務
の

合
間
に
毎
日
１
時
間
以
上
吹
き

ま
す
。
腹
式
呼
吸
を
す
る
の

で
、
自
分
の
健
康
の
た
め
に
も

な
り
ま
す
し
、
癒
し
に
な
る
だ

ろ
う
と
、
当
院
の
入
院
患
者
さ

ん
に
も
私
の
演
奏
を
聴
い
て
も

ら
い
ま
す
（
笑
）。
京
都
か
ら

家
元
を
呼
ん
で
演
奏
会
を
開
催

し
た
り
し
て
い
ま

す
よ
。「
継
続
は

力
な
り
」
と
言
い

ま
す
が
、
な
ん
で

も
長
く
続
け
る
こ

と
が
大
事
だ
と
い

う
こ
と
を
尺
八
か

ら
教
わ
っ
た
気
が

し
ま
す
。

地
域
連
携
で

リ
ハ
ビ
リ

　

辻　

津
名
病
院
に
就
任
さ
れ

た
の
は
２
０
０
０
年
か
ら
だ
そ

う
で
す
ね
。

　

中
谷　

も
と
も
と
淡
路
島
の

洲
本
市
出
身
な
の
で
す
が
、
久

し
ぶ
り
に
戻
っ
て
き
て
も
、
患

者
さ
ん
や
地
域
の
人
た
ち
、
病

院
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
に
溶
け
込

む
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た

ね
。
ま
た
、
当
時
は
独
特
の
地

域
性
を
感
じ
ま
し
た
（
涙
）。

病
院
と
し
て
は
、
今
年
で
開
設

15
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

辻　

病
院
と
し
て
特
に
力
を

入
れ
て
き
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。

　

中
谷　

高
齢
化
率
の
高
い
土

地
柄
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
高

齢
者
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
の
普

及
・
充
実
で
す
。
兵
庫
県
の
淡

路
圏
域
リ
ハ
ビ
リ
支
援
セ
ン
タ

ー
と
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
従
事
者

へ
の
支
援
や
地
域
住
民
へ
の
啓

発
な
ど
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

辻　

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、

状
態
の
悪
化
を
防
ぎ
生
活
復
帰

を
め
ざ
す
リ
ハ
ビ
リ
は
と
て
も

大
切
で
す
よ
ね
。

　

中
谷　

そ
う
で
す
。
今
の
課

題
は
、
入
院
中
に
治
療
後
・
手

術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
を
し
、
身
体

機
能
回
復
を
行
っ
た
上
で
、
在

宅
復
帰
さ
れ
た
高
齢
の
患
者
さ

ん
が
、
ご
家
族
か
ら
「
ま
た
転

倒
さ
れ
た
ら
困
る
か
ら
」
と
、

歩
行
や
運
動
を
制
限
さ
れ
る
た

め
に
身
体
機
能
が
低
下
し
、
再

び
転
倒
す
る
と
い
う
悪
循
環
に

陥
る
こ
と
で
す
。
退
院
後
の
在

宅
リ
ハ
ビ
リ
を
通
じ
て
機
能
回

復
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
す

が
、
十
分
に
は
認
識
し
て
も
ら

え
て
い
ま
せ
ん
。
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
の
提
供
や
地
域
で
の
リ
ハ
ビ

リ
教
室
な
ど
を
通
じ
て
、
ご
家

族
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
自
宅
で
過
ご
せ

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

米
国
Ｎ
Ｉ
Ｈ
へ
の
留
学

　

辻　

先
生
は
小
さ
い
頃
か
ら

医
師
を
め
ざ
し
て
い
た
の
で
す

か
。

　

中
谷　

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
小
児
マ
ヒ
を
持
っ
た
弟

が
お
り
、
子
ど
も
心
に
「
何
か

役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う
思
い

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
私
は
京
都
の
伏
見
工
業
高

校
出
身
で
、
も
と
も
と
は
飛
行

機
乗
り
に
な
り
た
か
っ
た
の
で

す
。
京
都
大
学
工
学
部
航
空
学

科
を
受
験
し
ま
し
た
が
、
結
果

は
あ
え
な
く
不
合
格
（
笑
）。

　

辻　

そ
し
て
、
神
戸
大
学
医

学
部
に
入
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
谷　

学
生
運
動
が
盛
ん
だ

っ
た
時
代
で
す
。
流
さ
れ
や
す

い
性
格
も
あ
っ
て
、
進
学
し
た

り
医
局
に
入
局
し
た
り
す
る
こ

と
に
抵
抗
を
感
じ
、
卒
業
後
は

診
療
所
の
バ
イ
ト
な
ど
で
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。
結
局
は
数
年

し
て
神
大
大
学
院
に
進
学
。
卒

業
後
に
東
京
大
学
付
属
病
院
で

消
化
管
ホ
ル
モ
ン
の
研
究
を
し

た
後
、
米
国
国
立
衛
生
研
究
所

（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）
に
３
年
半
ほ
ど
留

学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

辻　

す
ご
く
貴
重
な
留
学
経

験
で
す
ね
。

　

中
谷　

当
時
の
ユ
ダ
ヤ
系
米

国
人
の
上
司
の
、
私
た
ち
部
下

に
対
す
る
教
育
方
法
な
ど
、
文

化
や
習
慣
の
違
い
も
た
く
さ
ん

体
験
し
、
興
味
は
つ
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
同
僚
の
米
国
人
と
も

仲
良
く
な
り
、
日
本
に
来
た
と

き
に
は
観
光
案
内
を
し
た
り
も

し
ま
し
た
。

　

辻　

Ｎ
Ｉ
Ｈ
で
は
ど
の
よ
う

な
研
究
を
さ
れ
て
い
た
の
で
す

か
。

　

中
谷　

神
大
時
代
の
私
の
師

匠
は
生
化
学
の
権
威
で
あ
る
西

塚
泰
美
先
生
で
し
た
。
そ
の
影

響
も
受
け
、
Ｎ
Ｉ
Ｈ
で
は
生
化

学
の
中
で
も
特
に
好
き
だ
っ
た

コ
レ
ラ
な
ど
を
研
究
し
ま
し

た
。
Ｎ
Ｉ
Ｈ
に
は
潤
沢
な
予
算

が
あ
り
、
日
本
に
は
な
い
よ
う

な
機
械
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。

　

辻　

政
府
内
で
は
「
日
本
版

Ｎ
Ｉ
Ｈ
」
を
つ
く
ろ
う
と
い
う

動
き
が
あ
り
ま
す
。

　

中
谷　

確
か
に
日
本
は
医
学

研
究
に
対
す
る
予
算
が
少
な
い

と
い
う
問
題
は
あ
り
ま
す
。
し

か
し
大
事
な
の
は
、
医
学
研
究

と
い
う
の
は
世
の
中
の
人
々
の

た
め
に
や
る
も
の
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
医
療
を
産
業
や
経
済

成
長
に
安
易
に
結
び
つ
け
る
こ

と
に
は
、
慎
重
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・

ホ
ー
ム
ズ
に
な
れ

　

辻　

長
年
、
国
内
外
で
研
究

と
臨
床
に
携
わ
っ
て
き
て
、
今

の
日
本
の
医
療
を
ど
う
考
え
て

い
ま
す
か
。

　

中
谷　

最
近
危
惧
す
る
の

は
、
医
師
が
パ
ソ
コ
ン
の
画
面

ば
か
り
見
て
患
者
さ
ん
と
ロ
ク

に
話
も
し
て
い

な
い
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う

こ
と
で
す
。

「
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ク
・
ホ
ー
ム
ズ

に
な
れ
」
と
、

か
つ
て
よ
く
言

わ
れ
ま
し
た
。

患
者
の
顔
を
見

た
だ
け
で
状
態

を
判
断
し
、
職

業
も
分
か
る
よ

う
に
な
れ
と
。

大
学
時
代
、
外

科
で
あ
っ
て
も

若
い
人
た
ち
に
は
頭
の
て
っ
ぺ

ん
か
ら
足
の
先
ま
で
カ
ル
テ
に

所
見
を
記
入
さ
せ
、
全
身
を
診

る
習
慣
を
つ
け
て
も
ら
お
う
と

し
ま
し
た
。
全
人
医
療
と
い
う

視
点
が
身
に
つ
い
た
上
で
、
臓

器
別
に
診
る
技
術
を
高
め
て
い

く
べ
き
で
す
。
日
本
の
国
家
試

験
は
西
洋
医
学
の
み
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
若
い
医
師
た
ち
に

は
、
漢
方
的
な
未
病
と
い
う
考

え
方
や
全
身
を
診
る
診
断
法
も

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

辻　

新
し
い
卒
後
臨
床
研
修

制
度
で
は
、
専
門
科
に
進
む
前

に
各
科
を
ロ
ー
テ
ー
ト
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
谷　

大
切
な
こ
と
で
す
。

今
後
は
さ
ら
に
、
都
会
か
ら
僻

地
ま
で
、
様
々
な
地
域
で
の
医

療
を
体
験
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
地
域
医
療
で
言
う

と
、
現
在
は
各
地
で
医
療
崩
壊

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
都
会
の

医
療
も
も
ち
ろ
ん
大
変
で
す

が
、
大
都
市
だ
け
に
医
師
が
集

中
す
る
よ
う
な
医
療
制
度
を
あ

ら
た
め
、
国
民
皆
保
険
制
度
の

元
で
国
民
が
ど
こ
に
い
て
も
等

し
く
同
じ
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
国
は
責
任
を
果
た
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
一
工

夫
が
必
要
で
す
。
医
療
者
も
も

っ
と
声
を
上
げ
て
い
く
べ
き
で

し
ょ
う
。

若
い
世
代
の
医
師

協
会
・
保
団
連
に

　

辻　

先
生
に
は
協
会
の
勤
務

医
会
員
勧
誘
で
も
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
ね
。

　

中
谷　

協
会
は
開
業
医
の
団

体
で
す
が
、
若
い
勤
務
医
に
も

入
会
し
て
も
ら
う
よ
う
、
さ
ら

な
る
工
夫
が
必
要
で
す
。
若
者

が
興
味
を
持
つ
革
新
的
な
こ
と

に
繋
が
る
医
療
、
漢
方
の
勉
強

会
な
ど
、
若
い
医
師
に
有
意
義

に
感
じ
て
も
ら
え
る
事
業
を
さ

ら
に
増
や
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
協
会
役
員
に
は
、
こ
れ

か
ら
の
若
い
会
員
を
こ
れ
ま
で

以
上
積
極
的
に
登
用
す
る
必
要

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

協
会
事
務
局
も
病
院
訪
問
な
ど

で
勤
務
医
勧
誘
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
良
い
こ
と
を
や
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
遠
慮
す
る
こ

と
な
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
若

い
医
師
た
ち
に
積
極
的
に
声
を

か
け
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
協
会

・
保
団
連
は
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
を
し
っ
か
り
考

え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
個

人
的
に
は
、
日
々
子
ど
も
た
ち

を
診
て
い
る
小
児
科
の
先
生
方

に
た
く
さ
ん
入
会
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
。

　

辻　

私
も
小
児
科
な
の
で
、

励
ま
さ
れ
る
思
い
で
す
。
本
日

は
協
会
へ
の
貴
重
な
ア
ド
バ
イ

ス
も
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　

と
て
も
暑
い
日
で
し
た
。
中

谷
先
生
は
気
さ
く
な
先
生
で
、

約
束
の
時
間
に
到
着
す
る
な
り

病
院
の
玄
関
で
笑
顔
で
迎
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
話
が
始
ま

る
と
、
紙
面
の
内
容
以
外
に

も
、
も
っ
と
聞
き
た
い
よ
う
な

体
験
談
が
泉
の
よ
う
に
湧
い
て

き
て
、
と
て
も
楽
し
い
時
間

が
、
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
ま

し
た
。�

（
辻
）

趣味から地域医療・協会の未来まで大いに盛り上がった

辻　一城 理事
聞
き
手

　

淡
路
島
の
津
名
病
院
で
地
域
医
療
に
携
わ
っ
て
き
た
中
谷

正
史
先
生
を
辻
一
城
先
生
（
明
石
市
・
協
会
理
事
）
が
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
。
地
域
医
療
や
海
外
留
学
経
験
か
ら
、
趣
味
の
尺

八
、
協
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
、
話
を
伺
っ
た
。

【なかや　せいし】1943年１月１日生ま
れ。69年神戸大学医学部卒。77年同大大学
院医学研究科卒。同年東京大学付属病院内
科研究生。78年米国国立衛生研究所（NIH）
客員助教授。82年神戸大学医学部第１外科
助手、講師。85年県立成人病センター外科
部長。2000年から医療法人社団順心会津名
病院院長。11年から関西総合リハビリテー
ション専門学校校長を兼務。趣味の尺八は
新都山流竹琳軒大師範

淡路市・津名病院院長　中谷　正史先生

全人医療を次世代にインタビュー
「ひょうごの医療」



２０１３年(平成２５年)９月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１７２９号（昭和43年６月12日第三種郵便物認可）兵 庫 保 険 医 新 聞 （４）

は
じ
め
に

　

２
０
１
３
年
神
戸
市
長
選
挙

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
や
原
発
問

題
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ

の
対
応
な
ど
、
国
政
レ
ベ
ル
の

重
要
な
問
題
が
山
積
す
る
中
で

行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
全
国

有
数
の
政
令
指
定
都
市
の
首
長

と
し
て
、
ま
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
18
年
を
経
た
被
災
都

市
の
市
長
の
姿
勢
は
、
こ
れ
ら

に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
る
も

の
で
あ
る
。

　

我
々
は
、
市
民
の
第
一
線
医

療
を
担
う
も
の
と
し
て
、
医
療

政
策
の
み
で
な
く
、
市
民
の
平

和
と
安
全
を
確
保
す
る
と
い
う

点
か
ら
、
国
政
問
題
を
含
め

て
、
下
記
の
要
求
の
実
現
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅰ�

、
国
政
の
重
要�

　
　
　

課
題
に
つ
い
て

１
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
す
る

こ
と

　

安
倍
内
閣
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
に
よ
り
、
国
民
皆
保
険
が
形

骸
化
す
る
恐
れ
が
き
わ
め
て
強

く
な
っ
た
。
交
渉
内
容
が
国
民

に
開
示
さ
れ
る
可
能
性
も
低

く
、
秘
密
審
議
で
国
民
に
知
ら

さ
れ
な
い
ま
ま
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

２
、
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
め

ざ
す
こ
と

　

史
上
最
悪
の
被
害
を
も
た
ら

し
た
福
島
第
１
原
発
事
故
に
対

し
て
、
未
だ
収
束
で
き
ず
検
証

も
不
十
分
な
中
で
、
原
発
の
再

稼
働
は
断
じ
て
容
認
で
き
な

い
。
全
原
発
を
廃
炉
に
す
る
道

に
踏
み
出
す
こ
と
を
求
め
る
べ

き
で
あ
る
。
同
時
に
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
抜
本
的
に
増
や
す

た
め
に
、
神
戸
市
で
可
能
な
太

陽
光
発
電
、
風
力
発
電
な
ど
を

実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

３
、
新
自
由
主
義
政
策
と
消
費

税
増
税
に
反
対
す
る
こ
と

　

小
泉
政
権
以
来
の
新
自
由
主

義
政
策
は
、
国
民
生
活
と
社
会

保
障
を
破
壊
し
て
き
た
。
社
会

保
障
制
度
改
革
推
進
法
は
、
こ

の
新
自
由
主
義
政
策
の
焼
き
直

し
政
策
で
あ
り
廃
止
す
べ
き
で

も
の
で
あ
る
。
社
会
保
障
の
財

源
不
足
を
、
消
費
税
増
税
で
国

民
に
転
嫁
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
。
内
部
留
保
を
増
加
さ
せ

て
い
る
企
業
の
法
人
税
増
税

や
、
富
裕
層
に
増
税
す
る
な

ど
、
応
能
負
担
の
原
則
に
基
づ

い
て
財
源
を
確
保
す
べ
き
で
あ

る
。

４
、
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の

生
活
復
興
を
推
進
す
る
こ
と

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
上
回

る
巨
大
災
害
で
あ
る
と
同
時

に
、
原
発
事
故
に
よ
る
避
難

は
、
被
災
者
に
想
像
を
絶
す
る

苦
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
少

な
く
と
も
生
活
を
復
興
で
き
る

ま
で
は
医
療
費
窓
口
負
担
は
全

額
を
助
成
す
べ
き
で
あ
る
。
東

　

10
月
13
日
告
示
、
10
月
27
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
る
神
戸
市
長

選
挙
に
つ
い
て
、
協
会
神
戸
支
部
は
以
下
の
通
り
重
点
要
求

（
案
）
を
発
表
し
た
。
特
定
の
候
補
者
の
支
持
推
薦
は
行
わ
な
い

が
、
要
求
（
案
）
を
も
と
に
候
補
者
へ
の
は
た
ら
き
か
け
や
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
く
予
定
。

北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク

構
想
よ
り
も
、
住
民
の
頼
り
に

な
る
医
療
機
関
の
再
建
を
優
先

す
べ
き
で
あ
る
。
仮
設
住
宅
は

寒
暖
に
耐
え
ら
れ
る
構
造
に
改

修
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
維
持
す
る
な
ど
、
住
民
の
生

活
復
興
を
第
一
に
、
神
戸
市
の

復
興
施
策
の
誤
り
を
教
訓
と
し

て
発
信
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。Ⅱ�

、
神
戸
市
の�

　

医
療
施
策
に
つ
い
て

１
、
医
療
産
業
都
市
施
策
を
改

善
す
る
こ
と

①
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
受

け
皿
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
。

②
Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
（
神
戸
国
際

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
）
が
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム

な
ど
を
受
け
入
れ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
。

③
県
立
こ
ど
も
病
院
の
中
央
市

民
病
院
隣
接
地
へ
の
誘
致
を
中

止
す
る
こ
と
。

④
今
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
病

院
建
設
計
画
は
、
一
点
に
集
中

す
る
の
で
は
な
く
分
散
型
と
す

る
こ
と
。

⑤
先
端
医
療
産
業
都
市
の
防
災

計
画
を
一
か
ら
見
直
す
こ
と
。

と
く
に
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
に
対

す
る
危
機
管
理
に
つ
い
て
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
。

臨
床
病
棟
に
入
院
す
る
患
者
の

移
送
計
画
を
策
定
し
て
お
く
こ

と
。

　

関
西
近
隣
の
原
発
が
事
故
を

起
こ
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
、

明
確
な
指
針
を
も
う
け
る
こ

と
。

２
、
福
祉
医
療
制
度
を
拡
充
す

る
こ
と

①
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
は
、

県
助
成
（
２
割
負
担
）
に
上
積

み
し
、
中
３
ま
で
無
料
に
す
る

こ
と
。

②
老
人
医
療
費
助
成
制
度
対
象

者
の
所
得
制
限
を
緩
和
し
、
該

当
す
る
人
口
の
半
数
程
度
を
対

象
と
す
る
こ
と
。

③
重
度
障
害
者
（
児
）、
母
子

家
庭
等
に
つ
い
て
も
患
者
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
。

④
院
外
処
方
に
お
け
る
薬
局
で

の
負
担
を
な
く
す
こ
と
。

⑤
受
給
資
格
者
に
対
し
て
は
、

市
側
か
ら
受
給
者
証
を
発
行
す

る
よ
う
制
度
を
整
え
る
こ
と
。

３
、
国
民
健
康
保
険
を
改
善
す

る
こ
と

①
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を

増
額
し
、
安
心
し
て
払
え
る
保

険
料
に
す
る
こ
と
。

②
「
特
別
な
事
情
」
が
な
い
こ

と
を
確
認
で
き
な
い
限
り
、
資

格
証
明
書
や
短
期
被
保
険
者
証

を
発
行
せ
ず
、
正
規
の
保
険
証

を
発
行
す
る
こ
と
。

③
国
保
法
44
条
に
よ
る
一
部
負

担
金
免
除
を
拡
充
す
る
こ
と
。

④
実
態
に
合
わ
な
い
国
保
広
域

化
に
反
対
し
、
国
庫
負
担
増
を

要
求
す
る
こ
と
。

⑤
保
険
料
算
定
方
式
を
旧
た
だ

し
書
き
方
式
に
移
行
し
な
い
こ

と
。

４
、
介
護
保
険
制
度
を
改
善
す

る
こ
と

①
保
険
料
減
免
制
度
の
所
得
制

限
を
緩
和
す
る
こ
と
。

②
食
費
・
居
住
費
の
利
用
者
負

担
に
つ
い
て
の
助
成
制
度
を
新

設
す
る
こ
と
。

③
マ
ン
パ
ワ
ー
の
増
員
や
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
、
在

宅
ケ
ア
の
た
め
の
住
宅
改
善
を

進
め
る
こ
と
。

５
、
小
児
ぜ
ん
そ
く
に
対
す
る

公
費
負
担
を
復
活
す
る
こ
と

　

医
療
費
助
成
制
度
を
復
活
す

る
こ
と
。

６
、
保
健
所
を
区
単
位
で
設
置

し
機
能
を
高
め
る
こ
と

　

保
健
所
を
各
区
ご
と
に
再
配

置
し
、
区
単
位
の
公
衆
衛
生
・

予
防
活
動
を
前
進
さ
せ
る
た

め
、
区
民
の
健
康
に
責
任
を
持

て
る
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
す
る
こ

と
。

７
、
健
康
診
断
・
予
防
活
動

　

予
防
活
動
を
本
格
的
に
実
施

し
、
同
時
に
早
期
受
診
に
つ
な

げ
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
。

Ⅲ�

、
阪
神
・
淡
路
大
震
災�

　
　
　

関
連
に
つ
い
て

１
、
借
り
上
げ
住
宅
入
居
者
の

延
長
入
居
に
つ
い
て

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
借
り

上
げ
住
宅
に
入
居
し
た
高
齢
被

災
者
等
に
対
し
て
、
転
居
を
強

制
す
る
の
で
は
な
く
、
希
望
者

の
入
居
継
続
を
認
め
る
こ
と
。

２
、
神
戸
空
港
に
市
民
税
を
投

入
し
な
い
こ
と

　

「
神
戸
空
港
に
市
税
は
投
入

し
な
い
」
の
公
約
を
守
る
こ

と
。
住
民
投
票
に
示
さ
れ
た
市

民
の
意
思
を
踏
み
に
じ
り
、
赤

字
運
営
を
続
け
て
い
る
市
政
の

責
任
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

空
港
島
の
活
用
を
検
討
す
る
こ

と
。

二
〇
一
三
年
神
戸
市
長
選
挙
に
あ
た
っ
て

開
業
保
険
医
師
、及
び
歯
科
医
師
の
重
点
要
求（
案
）

２
０
１
３
年
９
月　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
神
戸
支
部

出版物のご案内
〈医科歯科共通〉公費負担医療等の手引き
　公費負担医療（特定疾患治療研究事業
や自立支援医療等）に該当する患者が来
院した場合の対処、また生活保護法、高
額療養費制度等の諸給付、さらに労災・
自賠責等を幅広く解説。
　レセプト記載見本や費用の負担区分は
図版を用いて詳述。
　13年８月刊行4000円（送料込み）

ご注文・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

特別研究会

インフルエンザ2013／2014
　　　　 シーズンに向けて
日　時　10月５日（土）17時30分～
会　場　協会会議室
講　師　川崎市健康安全研究所所長　岡部信彦　先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

一般臨床医のための
すぐに役立つ精神科知識

日　時　９月28日（土）17時～　　会　場　協会会議室
講　師　東京都立多摩総合医療センター精神科医員 児玉 知之 先生

　「検査所見上、異常がないのに患者が愁訴を訴えて困る」
　「臨床経過上、説明のつかない症状が持続するが対応に困る」
　専門の差異はあれど、日常的に臨床の第一線でご活躍される先生方において
は、上記のように器質的には説明がつきがたい愁訴を述べ、対応に苦慮される患
者が一定の割合で存在し、また多くの診療時間を費やした経験も多いと思われま
す。こういった患者群の一定数は、精神科的な投薬によって軽快することが多い
こともお気づきであろうと思われますが、実際は「どのように処方すればいいの
か？　専門外の自分が治療して大丈夫なのか？」など、敷居を高く感じやすい分
野でもあります。また、「興味のある分野だが、わかりやすい本もないので知識
の整理がしがたい」などというご意見をいただくこともあります。
　今回の講演では、実臨床で精神科で行っている処方や対話法などを具体的にお
示しすることで「明日からすぐに役立つ」精神科知識を少しでもお示しできれば
と考えています。� 【児玉 記】

第488・489回診療内容向上研究会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

日　時　10月12日（土）17時～　　会　場　協会会議室
講　師　奈良県立医科大学　病原体・感染防御医学講座
　　　　奈良県立医科大学付属病院感染症センター　中村（内山）ふくみ先生

　最近の日本における寄生虫症は、以下の五つにまとめられる。
１．食品媒介性寄生虫症（アニサキス症、日本海裂頭条虫症など）
２．輸入感染症としての寄生虫症（マラリア、有鉤嚢虫症）
３．免疫不全に関連した寄生虫症（トキソプラズマ脳炎、糞線虫症）
４．性行為感染症としての寄生虫症（赤痢アメーバ症）
５．土壌媒介性寄生虫症（回虫症など）
　しかし、一般診療医にはなじみが浅く、「どうアプローチすれば良いのか分か
らない」と思われているのではないだろうか。
　本講演では、プライマリケア医を訪れる寄生虫症を二つに分類して概説してい
く。一つ目は「寄生虫症を容易に想起できる」場合で、日本海裂頭条虫症や皮膚
爬行症が該当する。二つ目は「寄生症を想起しにくい」場合である。末梢血好酸
球増多が寄生虫症を疑うきっかけとなることが多い。また、この中には絶対に見
逃してはならない熱帯熱マラリア、糞線虫症が含まれる。
　いずれの場合にも患者背景（年齢、性別、基礎疾患、食歴、居住歴、渡航歴な
ど）を理解し、感染臓器を突き止め、想定される原因寄生虫に適した検査を進め
ることが重要である。� 【中村 記】

寄生虫症診療の基本的アプローチ
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
拡
大
す
る

ア
ス
ベ
ス
ト
の
被
害　

国
と
企

業
の
責
任
で
被
害
者
を
救
済
せ

よ
」
が
８
月
31
日
、
神
戸
市
勤

労
会
館
で
開
か
れ
、
市
民
ら
90

人
が
参
加
し
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
対
策
兵
庫
セ
ン
タ
ー
が
主

催
。
協
会
尼
崎
支
部
も
参
加
す

る
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
か
ら
い
の

ち
と
健
康
を
守
る
尼
崎
の
会
が

共
催
し
た
も
の
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
尼
崎
の
会
の
船

越
正
信
会
長
（
尼
崎
医
療
生
協

理
事
長
）
が
「
ア
ス
ベ
ス
ト
に

よ
る
健
康
被
害
」
と
題
し
て
報

告
。「
東
日
本
大
震
災
な
ど
新

た
な
リ
ス
ク
が
生
じ
た
上
、
高

度
成
長
期
建
設
の
多
く
の
建
物

が
こ
れ
か
ら
解
体
に
入
り
、
全

国
で
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
が
危

惧
さ
れ
る
。
潜
伏
期
間
か
ら
考

え
る
と
、
今
後
50
年
以
上
は
肺

が
ん
と
中
皮
腫
の
発
症
リ
ス
ク

が
続
く
」
と
指
摘
し
、
加
害
企

業
と
国
の
責
任
を
明
確
に
し
て

被
害
者
補
償
の
た
め
の
基
金
を

設
け
る
こ
と
、
石
綿
健
康
管
理

手
帳
を
労
働
者
だ
け
に
限
定
せ

ず
環
境
曝
露
対
象
者
に
も
交
付

す
る
こ
と
な
ど
の
対

策
を
提
起
し
た
。
ま

た
、「
兵
庫
県
で
は

尼
崎
市
に
被
害
住
民

が
最
も
多
い
が
、
市

は
財
政
難
を
理
由
に

疫
学
調
査
を
行
っ
て

い
な
い
」
な
ど
、
行

政
の
対
応
の
遅
れ
を

指
摘
し
た
。

　

ク
ボ
タ
旧
神
崎
工

場
周
辺
に
住
む
母
を

中
皮
腫
で
失
い
、
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
原
告

と
な
っ
た
保
井
祥
子

さ
ん
が
「
母
は
苦
し

み
な
が
ら
亡
く
な
っ
た
。
大
阪

高
裁
で
は
国
・
企
業
の
責
任
を

認
め
る
公
平
・
公
正
な
判
決
を

か
ち
と
り
た
い
」
と
訴
え
た
。

　

他
に
、
赤
木
正
夫
氏
（
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
対
策
兵
庫
セ
ン
タ

ー
代
表
）、
加
藤
正
文
氏
（
神

戸
新
聞
経
済
部
次
長
）、
八
木

和
也
弁
護
士
（
尼
崎
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
弁
護
団
）が
報
告
し
た
。

い
、
森
岡
理
事
ら
７
人
が
参
加

し
た
。

　

こ
れ
は
５
月
に
神
戸
製
鋼
所

が
灘
区
に
あ
る
高
炉
を
廃
止
し

石
炭
火
力
発
電
設
備
を
建
設
す

る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
こ
と
を

受
け
た
も
の
。
同
会
は
、
環
境

に
配
慮
し
て
、
神
戸
市
が
神
戸

製
鋼
所
に
対
し
て
石
炭
火
力
発

電
所
建
設
計
画
を
断
念
す
る
よ

う
求
め
る
こ
と
、
建
設
計
画
を

強
行
す
る
場
合
に
は
新
た
な
環

境
保
全
協
定
を
神
戸
市
と
神
戸

製
鋼
所
の
二
者
だ
け
で
な
く
、

住
民
団
体
や
環
境
保
護
団
体
等

の
代
表
を
加
え
結
ぶ
こ
と
、
な

ど
を
申
し
入
れ
た
。

　

申
し
入
れ
に
対
し
環
境
局
環

境
創
造
部
環
境
評
価
共
生
推
進

室
の
磯
部
氏
ら
は
、
神
戸
製
鋼

所
か
ら
の
報
告
は
定
期
的
に
受

け
て
い
る
が
、
石
炭
火
力
発
電

設
備
建
設
に
つ
い
て
は
新
聞
報

道
で
知
り
、
建
設
計
画
の
詳
細

は
聞
い
て
い
な
い
と
し
、
環
境

保
全
協
定
は
二
者
協
議
で
行
う

が
説
明
会
な
ど
で
住
民
へ
の
情

報
開
示
を
行
い
た
い
、
な
ど
と

回
答
し
た
。

　

森
岡
理
事
は
、「
企
業
か
ら

報
告
を
待
つ
だ
け

で
は
な
く
、
行
政

は
市
民
の
健
康
を

守
る
た
め
に
建
設

計
画
や
環
境
に
与

え
る
影
響
に
つ
い

て
追
及
し
、
公
開

さ
せ
る
義
務
が
あ

る
の
で
は
な
い

か
」
と
厳
し
く
指

摘
し
、
神
戸
製
鋼

所
に
対
す
る
市
の

ス
タ
ン
ス
を
改
め

る
よ
う
求
め
た
。

　

最
近
、
僧
侶
と
医
師
を
兼
職

し
て
開
業
さ
れ
た
先
生
と
面
談

す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
仏
心
や

慈
悲
と
医
療
、
他
者
愛
と
母
性

愛
の
つ
な
が
り
、
い
じ
め
や
虐

待
の
問
題
、
仏
教
と
神
道
の
共

存
性
な
ど
に
つ
い
て
、
先
生
の

お
考
え
を
お
聞
き
し
た
。

　

時
間
的
余
裕
が
な
く
聞
け
な

か
っ
た
が
、
現
代
社
会
の
宗
教

対
立
、
特
に
イ
ス
ラ
ム
教
社
会

で
テ
ロ
や
内
戦
で
母
児
の
命
が

銃
弾
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
現

実
、
シ
リ
ア
の
独
裁
政
権
維

持
、
エ
ジ
プ
ト
の
ム
ス
リ
ム
派

と
政
府
側
の
武
力
闘
争
な
ど
で

の
母
性
愛
や
祖
国
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
未
来
に
つ
い
て
、
宗

教
的
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

生
き
て
い
く
た
め
に
闘
争
以
外

に
何
が
必
要
な
の
か
、
世
界
の

平
和
に
宗
教
が
果
た
す
役
割
な

ど
に
つ
い
て
、
お
考
え
を
聞
く

機
会
が
も
て
ず
に
残
念
で
あ
っ

た
。

　

人
間
だ
れ
で
も
母
親
の
こ

と
、
自
分
を
こ
の
世
に
生
み
、

慈
し
み
育
て
て
く
れ
た
人
の
こ

と
を
思
う
。
自
分
の
命
の
あ
る

限
り
、
思
い
出
し
、
懐
か
し

み
、
ま
ぶ
た
を
ぬ
ら
す
存
在
で

あ
る
。
病
気
・
事
故
・
戦
場
で

命
を
落
と
さ
ざ
る
を
え
な
い
立

場
に
置
か
れ
た
と
き
に
、
だ
れ

で
も
何
ら
か
の
形
で
母
の
愛
に

ふ
れ
て
き
た
こ
と
を
思
い
出

し
、
感
慨
に
ふ
け
る
の
が
人
間

性
の
本
質
で
あ
る
。

　

母
親
と
今
生
の
別
れ
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
場
合

に
、
自
分
の
心
の
中
に
浮
か
ぶ

母
性
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味

を
持
ち
、
ど
う
考
え
る
べ
き
な

の
だ
ろ
う
か
。

　

女
性
し
か
母
親
に
は
な
れ
な

い
。
男
性
は
ど
ん
な
に
努
力
し

て
も
母
親
の
代
役
は
難
し
い
。

祖
父
母
に
母
性
を
求
め
て
も
、

子
と
孫
で
は
愛
情
の
あ
り
方
が

違
う
。
母
性
愛
の
根
源
的
な
意

義
は
そ
の
へ
ん
に
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

マ
ド
ン
ナ
は
聖
母
マ
リ
ア
、

聖
人
の
生
み
の
母
親
で
あ
り
、

美
し
く
清
ら
か
で
、
キ
リ
ス
ト

教
で
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

生
母
で
あ
る
。
愛
と
美
の
女
神

ビ
ー
ナ
ス
（
ア
フ
ロ
デ
ィ
ー

テ
）
は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
世

界
で
は
海
の
泡
か
ら
誕
生
し
た

と
さ
れ
る
。
生
物
誕
生
は
海
の

中
の
有
機
物
質
の
生
合
成
反
応

に
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
加
わ
っ

た
た
め
と
さ
れ
る
。

　

海
と
太
陽
の
愛
、
そ
れ
に
母

性
愛
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
人

類
は
誕
生
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
女
性
の
め
ざ
す
も
の
は
、

子
を
生
み
育
て
る
母
性
性
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
母
性
こ
そ

人
類
誕
生
の
根
源
を
な
す
重
要

な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

�

（
次
号
に
つ
づ
く
）

少
年
Ｈ

�

　

春
樹　

須
磨
の
海
辺
か
ら

映
画
は
始
ま
る
ん
だ
。

　

洋
子　

肇
（
は
じ
め
）
君

な
の
で
、
赤
に
白
の
「
Ｈ
」

の
刺
繍
の
、
お
し
ゃ
れ
な
セ

ー
タ
ー
を
着
て
い
る
の
ね
。

　

春　

父
親
が
洋
服
の
仕
立

屋
な
ん
だ
。

　

洋　

母
親
は
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
な
の
ね
。

フ
ス
キ
ー
の
故
郷
モ
ス
ク
ワ

国
際
映
画
祭
で
特
別
作
品
賞

を
取
っ
た
の
も
、
納
得
で
き

る
ね
。

　

洋　

戦
時
色
が
強
ま
っ

て
、
父
親
の
外
国
人
の
お
得

意
さ
ん
が
ど
ん
ど
ん
引
き
揚

げ
て
い
く
の
よ
。

　

春　

教
会
の
女
性
宣
教
師

も
米
国
に
帰
っ
て
い
く
ん

だ
。

　

洋　

彼
女
か
ら
来
た
エ
ン

パ
イ
ヤ
ー
ス
テ
イ
ト
ビ
ル
の

絵
葉
書
を
友
達
に
見
せ
た
こ

と
か
ら
、
父
親
ま
で
ス
パ
イ

あ
つ
か
い
さ
れ
る
の
よ
。

　

春　

藤
原
義
江
の
浅
草
オ

ペ
ラ
の
レ
コ
ー
ド
を
聞
か
せ

て
く
れ
た
う
ど
ん
屋
の
兄
ち

ゃ
ん
は
思
想
犯
で
つ
か
ま

り
、
病
気
の
母
親
を
か
か
え

た
旅
芝
居
の
座
長
だ
っ
た
オ

ト
コ
姉
ち
ゃ
ん
は
徴
兵
さ
れ

て
自
殺
す
る
ん
だ
。

　

洋　

旧
制
中
学
校
に
進
学

し
た
Ｈ
を
待
っ
て
い
た
の
は

軍
事
教
練
で
、
マ
ネ
の
「
オ

ラ
ン
ピ
ア
」
の
模
写
を
持
っ

て
い
る
だ
け
で
教
官
に
殴
ら

れ
る
の
ね
。

　

春　

か
わ
い
い
妹
は
田
舎

に
疎
開
に
行
く
ん
だ
。

　

洋　

父
親
は
「
こ
れ
か
ら

何
が
起
こ
る
か
よ
う
見
と
き

や
」
と
か
「
戦
争
が
終
わ
っ

た
時
、
恥
ず
か
し
い
人
間
に

な
っ
と
っ
た
ら
あ
か
ん
よ
」

と
か
、
子
ど
も
に
教
え
る
こ

と
の
で
き
る
人
な
の
ね
。

　

春　

母
親
は
「
与
え
る
者

は
幸
せ
な
り
」
を
地
で
行
く

人
な
ん
だ
。

　

洋　

神
戸
大
空
襲
の
焼
け

野
原
は
二
度
と
見
た
く
な
い

わ
ね
。

　

春　

阪
神
・
淡
路
大
震

災
、
東
日
本
大
震
災
の
追
悼

と
復
興
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
込

め
て
、
最
後
は
Ｈ
が
描
く
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
で
終
わ
る
ん

だ
。

�

【
姫
路
市　

小
野
寺
医
院
】

戦時中の神戸を舞台としたある家族の物語

　

春　

こ
れ
は

少
年
の
成
長
物

語
だ
ね
。

　

洋　

周
り
で

何
が
起
こ
ろ
う

と
も
、
人
間
に

と
っ
て
何
が
一

番
大
切
な
の
か

を
訴
え
て
い
る

わ
。

　

春　

時
流
に

流
さ
れ
な
い
家

族
の
強
さ
を
映

像
化
し
て
い
る

ね
。
ト
ル
ス
ト

イ
や
ド
ス
ト
エ

　

森
岡
芳
雄
理
事
が
代
表
世
話

人
を
務
め
る
「
石
炭
火
力
発
電

所
問
題
を
考
え
る
市
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
は
、
８
月
26
日
に
神

戸
市
環
境
局
と
の
交
渉
を
行

医師、弁護士らが被害者救済のため意見交換

アスベスト問題でシンポジウム

今後50年間つづく
被害に備えを

神鋼火発ネットが神戸市交渉

森岡理事が申し入れ

健康守る立場で
火発増設に対応を

高
砂
市　
　

岡
部
桂
一
郎

母
性
愛
に
つ
い
て
㊤

員員 稿稿
会 投

文化部　近鉄特急で行く　伊勢志摩の旅

鈴ミュージアム見学と伊勢参り
高級旅館「ひろはま荘」で海の幸に舌鼓

　山田旺先生（西区・歯科）蒐集の土鈴コレクションが展示されている鈴ミュー
ジアム、伊勢名物「てんぽな料理」、20年に一度の式年遷宮にあたる伊勢神宮の
参詣など、楽しさと見どころ満載の伊勢志摩旅行にふるってご参加ください。

日　時　11月３日（日・祝）10時　　近鉄難波駅集合
　　　　　　４日（月・休）16時頃　近鉄難波駅解散
〈１日目〉�特急しまかぜで賢島へ　→　英

あ ご

虞湾巡航　→　鈴ミュージアム見学　
→　ひろはま荘

〈２日目〉伊勢神宮参拝　→　おかげ横丁散策　→　近鉄特急で難波へ
参加費　大人28,890円（子ども料金は相談の上）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817 吉永まで

日　時　10月23日（水）
　　　　【昼の部】開場13時30分／開演14時
　　　　【夜の部】開場18時　　／開演18時30分
会　場　神戸文化ホール（中ホール）
料　金　7000円
主　催　�東神戸医療互助組合・神戸健康共和会・

神戸医薬研究所・地域福祉会あぁす

全国保険医団体連合会　推薦

前進座特別公演「赤ひげ」

ご注文・お問い合わせは、☎078－393－1801 柳原まで

江戸、小石川養生所に織りなされる希望のものがたり
山本周五郎　原作「赤ひげ診療譚」より

保
本　

登
＝
高
橋
佑
一
郎

新
出
去
定
＝
嵐　

圭
史

市
民
を
守
る
積
極
的
対
策
を

求
め
る
森
岡
理
事
（
右
）
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１．医療ＩＴの歴史
　電子カルテは、1995年頃誕生したと言
われています。1999年には、法律で電子
カルテが認められ、そして2001年には医
療ＩＴ化に関するグランドデザインとし
て、「５年後（2006年）に診療所の６
割、400床以上の病院の６割に電子カル
テを普及する」という目標が打ち出され
ました。
　2004年には、電子カルテの運用に関す
るガイドラインが整備され、電子カルテ
普及の環境が整備されました。2006年に
は、レセプトのオンライン請求の義務化
が打ち出されました。
　この施策の目的は、セキュリティの高
いネットワークを全国各地に巡らせるこ
と、高騰する医療費に備えて、レセプト
分析を行える環境を整えることなどがあ
りました。この施策については、2009年
に医師会・保険医協会等の反対もあり、
義務化が緩和されました。
　一方で2008年、電子画像管理加算とい
う点数が新設され、 これまでのＣＲ
（Computed Radiography）による「画像
のデジタル化」から、ＰＡＣＳ（Picture 
Archiving and Communication Systems・
画像保存通信システム）による「画像の
管理」へ、重点がシフトしています。
　2010年には、電子カルテの外部保存に
関する通知が改正され、これまで医療機
関や医師会などの医療機関に準ずる施設
でしかカルテの外部保存が許可されてい
ませんが、改正後、企業による管理が解
禁されました。
　これにより、クラウドコンピューティ
ング（以下クラウド、※）による電子カ
ルテが、実質上解禁されたことになりま
す。また、同年政府は、５年間の情報化
戦略をまとめた「新たな情報通信技術戦
略」を公表しました。

２�．クラウドと�
スマートパッドの普及

　インターネットの活用は、「医療」の
世界にも急速に広まりつつあります。厚
生労働省が2010年２月に実施した、「診
療録等の保存を行う場所について」の一
部改正と「医療情報システムの安全管理
に関するガイドライン第4.1版」の改定
を受け、民間企業のデータセンターにお
ける電子カルテなどの診療情報の保有が
認められました。事実上、クラウドを利
用した医療機関同士の情報共有が可能に
なりました。
　医療分野におけるクラウドの解禁によ
って、医療機関内にサーバーを置かなく
てもよくなり、企業が提供するセキュリ
ティレベルの高いサーバーを、地域で共
同利用することが可能となります。コス
ト面やセキュリティ面ともに効果があ
り、これが引き金になって地域連携が進
むのではないかと考えられています。
　また、2010年５月のアップル社の
「iPad」の販売、さらにその後、続々と
登場したタブレットパソコンやスマート
フォンなどが、医師にも広く普及してい
ます。その勢いを見ても、それらがクラ
ウド時代の情報端末として、医療の世界
でも大いに期待が寄せられていることが
うかがえます。
　クラウド上で、医療情報をやりとりす
る仕組みは、政府が掲げる医療ＩＴ化政
策の一つである「どこでもMY病院構
想」の中に盛り込まれています。そし
て、今後はこれまで以上に“誰もがどこ
にいても医療情報にアクセスできる仕組
み”の情報が求められるのではないでし
ょうか。

３．電子カルテについて
　現在、診療所における電子カルテの普

診療所のＩＴ化をどうするか

及率は約20％、５件に１件は電子カルテ
が入っているといわれています。2002年
頃は１％程度だった普及率は、この10年
間で飛躍的に伸びました。現在は年間平
均３％～４％の推移で普及が進んでいま
す。
　この推移のままでいけば、５年後には
電子カルテの普及率は、40％近くに達し
ます。
　電子カルテの選定は、以下の５点から
考えることが大切です。
１）操作性
　操作性は、一番重要なポイントです。
１日８時間近く、電子カルテに向き合う
ことになり、そのため、この操作性が悪
ければ非常に問題になります。
　操作性が高い商品のポイントの一つ
は、「ボタンが１箇所でまとまってい
る」です。さまざまなところにボタンが
散らばっていれば、操作性の記憶は薄く
なりがちです。ボタンの機能を忘れない
ためにも、できるだけ１カ所にまとまっ
ている電子カルテが良いといわれていま
す。
２）機能
　機能については、診療科によって必要
な機能が異なることが徐々に分かってき
ました。例えば内科が求めている機能、
皮膚科が求めている機能、眼科が求めて
いる機能は、それぞれ全く違います。
　電子カルテは、内科を中心に作られた
ため、最初に普及が進んだのも内科でし
た。近年、それ以外の診療科への普及が
進んだことで、ニーズが顕在化したので
す。
３）サポート
　サポートについては、三つの視点から
考える必要があります。
　①システムトラブル時のサポート
　②診療報酬改定時のサポート
　③何もない時のサポート

の三つです。
　導入したらそれっきりではなく、導入
後もきめ細かなサポートをしてくれる企
業を選ばれることが、電子カルテを安心
して使う秘訣です。
４）価格
　電子カルテの価格は、①イニシャルコ
スト、②ランニングコストの、大きく二
つに分けることができます。
　イニシャルコストは、ハード、ソフ
ト、オプション、導入、研修の費用を総
額したコストとなります。ランニングコ
ストは、保守にかかるコストになりま
す。保守には、ハードの保守、ソフトの
保守が含まれます。
　通常は、イニシャルコストが一括表
示、ランニングコストは月額表示と、一
見分かりにくい仕組みとなっています。
そこで、イニシャルコストについては、
リース料率で計算し、月額に押しなべて
考えると非常に分かりやすいかと思いま
す。
５）実績
　実績については、これまで１社あたり
のトータルの導入台数の実績ばかりが、
注目されてきました。最近注目されてい
るのは、診療科目別の実績です。
　内科に何台、整形外科に何台といった
ように、診療科ごとの導入実績や対応経
験が分からなければ、製品が自分に合っ
たものであるのかが分かりません。
　その診療科で実績が多ければ多いほ
ど、経験値が増えます。経験値が増えれ
ば、当然良いサポート、良い導入対応が
できるようになります。
� （５月25日淡路支部研究会より）

※�インターネットを経由して、サーバ
ー、ソフトウェアなどを利用するサー
ビスの総称（編集部注）

日　時　９月21日（土）14時30分～17時
場　所　協会会議室　　講　師　濵西　敏郎税理士
参加費　3,000円（医経研会員は無料）

●医院経営研究会

お申し込み、お問い合わせは　☎078－393－1817 山下まで

円満な遺産分割と相続税対策
９月例会

メディキャスト株式会社・マネージャー　　石原　正規氏講演

文化部第12回「あなたとわたしの展示会」

自慢のお宝、作品を大募集
開 催 日　10月27日（日）10時～16時　※日常診療経験交流会に併設
会　　場　神戸市産業振興センター９階（神戸ハーバーランド内）
展示企画　絵画、書、写真、陶芸ほか（大きさ自由）
出 展 数　お１人３点まで　　　　出展料　無料
応募資格　協会会員とその家族、職員、患者
応募締切　10月15日（火）
※出展を希望する方には指定の申込用紙を送付します。

お申し込みは、☎078－393－1817 吉永まで

第22回日常診療経験交流会

「日常診療～思いえがく夢～」
日　時　10月27日（日）10時～17時
会　場　神戸市産業振興センター９・10階（JR神戸駅より南へ徒歩約７分）
◇分科会　�10時～14時頃　日常診療、在宅ケアの経験など
◇特別企画　�展示「今さら聞けない、教えて」　医科・歯科・薬科の連

携へ他科に聞いてみたいちょっとした疑問を募集中
◇医科・歯科・薬科交流企画　「多剤投与の現状」14時30分～17時
　【医科】兵庫医科大学　内科学総合診療科　教授　森本　剛先生
　【歯科】かわむら歯科（伊丹市）　院長　川村雅之先生
　　　　　※ビデオ講演　大阪大学　歯学研究科口腔科学専攻
　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　阪井　丘芳先生
　【薬科】近畿大学　薬学部　教授　松山賢治先生　
◇－いざという時のために－ 救急フェスタ CPR講習会　13時～14時30分
◇展示コーナー　�10時～16時
　ポスターセッション、医院新聞、会員作品展、情報ネットワークコー
ナー、薬科部企画ほか
※�先着220名様に、兵庫県下各地の特産品をおみやげとしてお持ち帰りい
ただきます。

お申し込み・お問い合せは、☎078－393－1803 研究部まで

メインテーマ


